教師としての専門性の向上過程の語られ方～小学校教師のライフ・ストーリーの聞き取り調査から～ by 岸野, 麻衣






















































































































































属性 変化 要因 意味
教科別に泊 授業研究で，人に見てもらうところが学びの場
まって研修。 だった。毎月，毎年，繰り返しやっていって育ってきた
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H なんか子どもを尊敬するようになった。子どもの見方が変わった。子どもは教え導くものって暗黙 人の授業から盗む，真似てみる。子どもの反応






学校の異動 全国レベルの国語の学校。子どもの育ちを見るっていうかね，あの頃盛んに （学校によっ 作文教育をすごくやった。ほんとにね，生活科で言われたんですよ， r子ど て力を入れる →異動希望の夢叶わず理科の学校。A もの発達を見ろ」とかね。 教科が決まっ 理科がどうしても好きになれなくて，rやっぱり子どもって面白いな」ってつくづく思 ている市） なかなか興味が湧かなくてね，男性 うようになったんですね。 いつ異動しようかなって思った
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Tab1e．2教師自身の学びに関する語り




まともに授業をしないすごい個性的な子達が多 だ。 合えた。 （学校全体で共有するマニュアル的
く，それをおさめなきゃいけない。静かにきちん 生活科の試行 な）指導計画すらできてない。ゆっくり子どもI
と座らせてしめやかな授業をするのがいい。 時期と重な と話をしながらクラスを作った。






子どもになった気持ちで読むから新たな発見が見 教材研究の仕方から180度教えることに関する情熱のかけ方。つかる。子どもが見つけたことになるほどと言え 違う方と会 自分がもう子どもになって参加してた。教えてる。自分が見つけられなかったことを子どもが見 い，勉強会に もらう子の立場になる必要性。
J つけると，教わる気持ちがある。 参加。…一 ■  ●  ’一  ’ 一 一 ’一’ 追求する楽しさ回授業ってこれだ。
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女性 習熟度を入れている。算数ではできる子は先に進 個性化・個別 課題が早く終わる子には待たせていた。それで
22年めていいよって形でドリル。教えさせて学んだこ 化を研究し始 はいけないんだ。 （その子の）持ち味を生かしとを確実にさせる。理科や社会では，危険性のな めた学校へ ていない。学校って平均なんとかあげようってい所までアイデアを出させる。 ところじゃないんだ。
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ｱの子ってもう少し親が大事に思ってくれればい

























































































































































Studies in and on Teacher Education
本稿は，発達心理学研究第17巻207－218頁に掲載された論文「教師としての専門性の向上
における転機；生活科の導入に関わった教師による体験の意味づけ（岸野麻衣・無藤隆，
2006年）」，．及びお茶の水女子大学人問文化研究科平成18年度博士論文「小学校の授業にお
ける学習者アイデンティテ、イに向けての指導：低・中学年の授業観察と教師インタビュー
から（岸野麻衣，2007年）」を元に，再分析を試みたものである。
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